
●北海道宮田農政部長牧草被害調査

●枝幸町農業ＰＲ動画作成

●系統利用のお礼と協力のお願い

●血圧計を設置しました

●恐ろしい家畜伝染病ヨーネ病

●授精所だより

●食農みどり

●SDGsとは

●JAグループ通信



8

月
20

日
～
21

日
、
今
夏
の
高
温
少
雨
に
よ
る
牧
草
の
多
大

な
被
害
の
状
況
把
握
の
為
、
北
海
道
農
政
部
の
宮
田
部
長
が
宗
谷

管
内
を
訪
れ
ま
し
た
。

枝
幸
町
の
視
察
は
20

日
に
行
わ
れ
、
三
好
雅
道
議
や
関
係
機
関

の
職
員
も
同
行
し
た
中
、
向
井
地
組
合
長
は
「
こ
れ
ま
で
も
さ
ま

ざ
ま
な
災
害
を
経
験
し
て
き
た
が
、
牧
草
の
被
害
で
現
地
を
見
て

も
ら
う
の
は
過
去
に
例
が
な
く
大
変
あ
り
が
た
い
」
と
宮
田
部
長

に
感
謝
を
述
べ
向
井
地
組
合
長
案
内
の
も
と
生
育
不
良
の
草
地
を

視
察
し
ま
し
た
。

向
井
地
組
合
長
は
、
雑
草
が
生
茂
っ
た
草
地
で
、
今
年
行
っ
た

道
営
・
公
社
営
事
業
で
更
新
さ
れ
た
新
播
草
地
に
は
牧
草
の
芽
が

出
な
い
事
や
、
2

番
牧
草
の
生
育
不
良
に
つ
い
て
説
明
し
、
高
温

少
雨
の
影
響
が
今
後
の
牧
草
不
足
に
甚
大
な
影
響
が
出
て
い
る
事

を
訴
え
、
宮
田
部
長
は
、
早
急
に
対
策
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
述
べ
翌
日
、
他
の
宗
谷
管
内
の
被
害
状
況
を
確
認
し
、
2

日
間

に
わ
た
る
視
察
を
終
え
、
「
畑
作
だ
け
で
な
く
草
地
に
も
高
温
少

雨
の
影
響
が
出
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
越
冬
用
飼
料
の
確
保

に
向
け
て
は
、
単
協
同
士
の
奪
い
合
い
が
起
き
な
い
よ
う
に
、
飼

料
が
不
足
す
る
各
地
の
状
況
を
把
握
し
対
応
を
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
9

月
末
ま
で
に
は
全
道
ト
ー
タ
ル
の
状
況
を
つ
か

み
ホ
ク
レ
ン
を
中
心
と
し
た
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
と
と
も
に
調
整
を

図
っ
て
い
き
た
い
」
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
23

日
に
は
北
海
道
農
民
連
盟
よ
り
宮
田
部
長
に
対
し
、

高
温
や
干
ば
つ
に
、
資
材
価
格
高
騰
な
ど
に
関
す
る
対
策
を
緊
急

要
請
し
ま
し
た
。

草地の被害状況を確認する宮田農政部長（右から2人目）



枝
幸
町
農
業
推
進
連
絡
協
議

会
は
、
枝
幸
町
で
の
就
農
希
望

者
を
誘
致
す
る
為
、
Ｐ
Ｒ
動
画

を
作
成
す
る
事
と
な
り
ま
し
た
。

動
画
は
お
よ
そ
10

分
程
度

で
、
組
合
長
か
ら
就
農
を
考
え

て
い
る
方
へ
枝
幸
町
の
良
い
と

こ
ろ
や
枝
幸
町
で
就
農
す
る
事

の
メ
リ
ッ
ト
な
ど
を
、
こ
の
動

画
を
見
た
就
農
希
望
者
が
枝
幸

町
を
選
ん
で
く
れ
る
よ
う
に
願

い
を
込
め
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝

え
ま
し
た
。

ま
た
、
新
規
就
農
を
目
指
し

研
修
し
て
い
る
研
修
生
の
中
か

ら
、
髙
橋
夫
妻
に
動
画
作
成
の
協
力

を
お
願
い
し
、
出
演
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。

ま
た
、
研
修
生
受
入
れ
農
家
で
農

業
士
の
高
橋
慶
大
さ
ん
に
も
出
演
し

て
頂
き
、
今
ま
で
受
入
れ
た
研
修
生

と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
研
修
生
を
受
入

れ
る
時
に
気
を
付
け
て
い
る
事
や
枝

幸
町
の
魅
力
に
つ
い
て
語
っ
て
頂
き

ま
し
た
。

最
後
に
、
令
和
元
年
度
に
音
標
で

新
規
就
農
さ
れ
た
孫
叡
さ
ん
に
出
演

し
て
も
ら
い
、
枝
幸
町
で
就
農
す
る

事
と
な
っ
た
決
め
手
や
、
枝
幸
町
で

就
農
し
て
良
か
っ
た
事
や
、
将
来
の

夢
に
つ
い
て
お
話
し
し
て
頂
き
ま

し
た
。

そ
の
他
に
も
、
枝
幸
町
の
風
景

や
公
共
育
成
牧
場
で
の
放
牧
シ
ー

ン
な
ど
を
盛
込
み
、
海
と
山
に
囲

ま
れ
た
雄
大
な
大
地
で
農
業
が
出

来
る
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
の
Ｐ
Ｒ

動
画
作
成
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

こ
の
動
画
、
就
農
フ
ェ
ア
な
ど

で
活
用
す
る
予
定
で
す
が
、
将
来

的
に
は
、
撮
影
、
編
集
を
枝
幸
町

農
業
推
進
連
絡
協
議
会
で
行
い
、

Ｊ
Ａ
宗
谷
南
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
考
え
て
い

ま
す
。

インタビューを受ける向井地組合長

研修生の髙橋真彰さんと祐依さん

高橋慶大さん

孫 叡 さん



伝染病等の予防は病原菌を

が基本ですので、日頃から農場内の消毒を徹底して下さい。

今
年
の
配
合
飼
料
価
格
は
4
期

連
続
で
の
値
上
げ
、
牧
草
収
穫
に

お
い
て
は
例
年
に
な
い
高
温
少
雨

で
2
番
牧
草
の
収
穫
に
大
き
な
影

響
を
与
え
る
な
ど
畜
産
農
家
に

と
っ
て
は
経
営
を
圧
迫
す
る
厳
し

い
事
態
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
日

本
の
農
業
は
国
際
社
会
と
の
競
争

に
負
け
な
い
農
業
を
目
指
し
、
皆

様
弛
ま
ぬ
努
力
を
さ
れ
て
い
る
事

と
思
い
ま
す
。

そ
の
競
争
に
負
け
な
い
農
業
を

目
指
す
た
め
に
も
皆
様
が
集
ま
り

力
を
一
つ
に
す
る
「
系
統
結
集
」

が
な
に
よ
り
重
要
な
こ
と
と
捉
え

て
お
り
、
日
頃
か
ら
系
統
結
集
の

お
願
い
を
申
し
上
げ
て
ま
い
り
ま

し
た
が
、
下
記
の
通
り
と
な
っ
て

お
り
、
系
統
シ
ェ
ア
率
が
大
変
高

く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
組
合
員
皆
様

の
ご
協
力
の
賜
物
と
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

今
後
も
系
統
組
織
と
連
携
し
、

組
合
員
皆
様
に
ご
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
き
、
強
固
な
組
合
員
組
織

の
基
盤
を
築
い
て
い
く
為
、
職
員

一
同
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

何
卒
ご
協
力
の
程
、
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

ホクレン

68.9％

令和2年度 配合飼料利用率

役員の利用率

ホクレン

88％

令和2年度 肥料利用率

役員の利用率

ホクレン

100％

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
蔓
延
し
て
い
る
中
、
枝
幸

町
に
お
い
て
も
新
た
な
感
染
者
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、

未
だ
収
束
の
兆
し
が
見
え
な
い
中
、
気
軽
に
病
院
へ
行

き
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
こ
と
を
躊
躇
す
る
よ
う
な

情
勢
で
す
。
そ
こ
で
健
康
管
理
の
一
助
と
し
て
本
所
事

務
所
に
血
圧
計
を
設
置
し
ま
し
た
。
「
血
圧
は
健
康
を

知
る
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
」
で
す
。
血
圧
が
高
い
と
生
活
習

慣
病
の
リ
ス
ク
が
上
昇
し
、
心
臓
や
脳
・
腎
臓
な
ど
の

病
気
を
招
き
ま
す
。
医
療
現
場
で
は
、
家
庭
で
測
る
毎

日
の
血
圧
値
重
視
す
る
姿
勢
が
強
ま
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。皆

様
も
ご
来
訪
の
際
に
は
、
ぜ
ひ
血
圧
測
定
を
行
っ

て
み
て
く
だ
さ
い
。

血圧計と血圧の分類表です

使い方はお近くの職員にお気軽にお尋ねください。

血圧計の設置場所は、本所事務所2階のテラス部分です。



日本では、5年に1度必ず行われる、牛のヨーネ病検査が9月から始まりました。枝幸町におい

ても過去何度もヨーネ病が発生し、個体の移動規制や販売規制が行われ、経済的にも大損失した

組合員がおります。

そこで、ヨーネ病とは何か今一度確認してみましょう。

・牛・めん羊・山羊の法定伝染病。→感染の疑いがあれば都道府県知事に届ける必要がある。

・ヨーネ菌が感染する発症する細菌感染伝染。

・発症した場合、慢性的な水様性の下痢となり、削痩状態となり死亡に至る。

・効果的な治療薬が無い。

・感染経路の多くは、感染牛を導入することで農場に侵入する。

・感染牛の糞便や汚染された水や飼料から経口感染する。

・重度の感染母牛の母乳を摂取した子牛に感染する。

・感染母牛の胎児が子宮内で感染する。

・感染から発病まで6カ月～数年（潜伏期間）の期間を要する。

・治療法がないので、予防策を徹底させる。

・定期的な検査による早期発見。

・農場内の消毒の徹底。

伝染病等の予防は病原菌を持ち込まず・持ち出さず

が基本ですので、日頃から農場内の消毒を徹底して下さい。



～妊娠鑑定～

近年、農場における妊娠鑑定に直腸検査だけでなく、超音波検査や乳汁検査といった新しい

検査方法が利用できるようになりました。今回は、それぞれの妊鑑の特徴や注意点を再確認し

ましょう。

１．ノンリターン法

授精後、発情が来ないことを確認する方法です。牛の妊娠診断法として最も古くから用いられていて、

名前を知らなくてもほとんどの農場で実施されている方法です。牛にストレスをかけることなく、最も

簡便ですが、最も難易度の高い方法です。行動や外陰部など、毎日牛の観察をすると精度は高くなりま

す。

２．直腸検査法

直腸検査によって妊娠の有無を確認する方法です。授精後40日前後から実施可能で精度は高く、獣医師

であれば空胎であった場合その場でホルモン投与などの処置を行うことが可能です。

３．超音波検査法（エコー）

獣医師による超音波検査によって妊娠の有無を確認する方法です。授精後30日前後から実施可能で双子

や胎児の心拍も確認できます。また、直腸検査よりも卵巣や子宮の状態を正確に把握できるため、より適

切な処置を行うことが可能です。

4．乳汁検査法

近年利用可能になった乳汁中の妊娠関連糖タンパク（PAGs）を検出する方法です。授精後28日から実

施可能ですが、授精後50～70日に行った場合は判定保留（±）の割合が増加します。また、＋の判定を受

けたのに受胎していなかった牛が6～10％程出るようです。（当農協では、乳検サンプルを利用し検査す

る事が出来ます。）

プラスをもらっても安心してはいけません！！

授精後40日以前に行う妊鑑を早期妊娠鑑定と言ったりしますが、この時期は流産の発

生率も高いため注意が必要です。早期妊娠鑑定で妊娠していた牛が、40日以降の妊鑑ま

でに10～20％程度流産していたという海外の調査結果がありますので、再度の妊娠鑑定

は必ず行う必要があります。早期妊娠鑑定の最大の目的は空胎牛の早期摘発にあります。

上記方法を上手く併用して、思わぬ空胎牛を減らし安定経営に繋げましょう。

いざ！

妊鑑！！

が基本ですので、日頃から農場内の消毒を徹底して下さい。



我が国の食料・農林水産業は、大規模自然災

害・地球温暖化、生産者の減少等の生産基盤の

脆弱化・地球コミュニケーションの衰退、新型

コロナを契機とした生産・消費の変化等の課題

に直面しており、地球の将来を見据えた持続可

能な食糧システムの構築が急務となっています。

このため、農林水産省では令和３年５月に、食

料・農林水産業の生産力向上と持続性の両立を

イノベーションで実現する「みどりの食料シス

テム戦略」を策定しました。

みどりの食料戦略 みどりの食料戦略とは？

この戦略は、食料の生産力の向上と

30年後の温室効果ガス排出ゼロなど

地球環境に配慮した持続可能な農業の

両立を先端技術を積極的に活用して

実現しようというもので2050年に有機

農業100万ha目標などがあります。

農業者の人口減少などの中でスマート

農業は農業に関わる人を広げ農村に

住む人を増やすなど農村活性化を図る

ねらいもある。

ＳＤＧｓとは？

ＳＤＧｓとは「持続可能な開発目標」で「世界中にある環境問題・差別・貧困・人権問題」を

課題に世界の皆で2030年までに解決していこうという計画・目標のことです。

2030年を達成年限とし17の目標と169のターゲットから構成されています。

農業との関わり

・食料の供給 ・自然環境の保持 ・雇用の創出

農業に関わる取組事例

・ＡＩを用いた自動野菜収穫ロボット

・農畜水産物の新たな流通支援プラットフォーム

・ＡＩによる画像認識で稲開花を報せてくれる自動システム

・Ｓｏｃｉｅｔｙ５．０（経済発展と社会的課題の解決を両立する人間中心の社会）で

　農業・食品版の実現とＳＤＧｓの関わり

・農業女子プロジェクト

・雇用の創出

皆さんも、このような取り組み・目標をもってみませんか？



 

帯広厚生病院のYouTubeで「管理栄養士のお昼ご

飯 職場飯編」の動画を公開しております。

管理栄養士が教える栄養バランスの良いお弁当

の作り方、手抜きの方法など、普段お弁当作り

をされている方必見の内容です！

是非ご覧ください。

JAグループ通信 ＪＡ北海道中央会

北海道コンサドーレ札幌とＪＡグループ北海道の食農教育・社会貢献活動シンボルマークが決定！！

北海道コンサドーレ札幌とＪＡグループ北海道は、ＳＤＧｓを基本方針とし食農教育・社会貢献活動をさら

に発展させていくことを目的として、今年３月に新たに相互協力協定を締結しました。今年４月からは、新

たな連携活動の象徴となるシンボルマークの公募を行い、約３カ月間で、道内外から81作品もの応募をいた

だきました。

その中で最優秀賞に輝いたこちらのシンボルマークは、長崎県在住の30代女性がデザ

インしたもので、今後、「コンサ･土･農園（ｺﾝｻﾄﾞﾌｧｰﾑ）」や「みんなのよい食ＪＡ親善大

使」など、様々な活動で使用される予定です。

直近の連携活動としては、「コンサ･土･農園」で収穫した野菜のチャリティー販売を計

画しています。トウモロコシは８月下旬･ジャガイモは９月下旬の北海道コンサドーレ札幌

のホームゲーム時に、札幌ドームで販売予定です。

【連携活動については、本会ＳＮＳでも情報を発信しています！】 Twitter:＠JA_HOKKAIDO_PR / 

Instagram:＠ja_dosanko / Facebook:＠jahokkaido

ＪＡ北海道信連

ＪＡバンクで年金をお受取りされている方を対象

に、窓口で「招福ようかん」をプレゼントする

「年金サンクスプレゼント」を開催しています。

今年は多くのＪＡで７月１日から、また、一部Ｊ

Ａでは８月１日以降からお渡ししています。さら

に、北海道警察とも連携して、招福ようかんパッ

ケージに“特殊詐欺被

害にあわれないよう注意喚起の標語”

も印刷し配布しています。

ＪＡバンク北海道は、地域住民の暮

らしや財産を守る地域貢献活動に引

続き取組んで参ります。

ＪＡ共済連北海道

ＪＡ共済では、『自動車共済お見積りキャンペー

ン』を実施しております。インターネットに開設し

たキャンペーンＷｅｂサイトへご応募いただいた方

の中から、抽選で総計１３，０００名様に家電など

の素敵な賞品が当たります。キャンペーンは令和４

年３月３１日(木)までです。この機会にＪＡ共済の

ホームページにアクセスいただけますよう

お待ちして

おります！

ＪＡ共済ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞｱﾄﾞﾚｽ https://www.ja-kyosai.or.jp/

ホクレン
北海道神宮例祭に合わせ大鏡餅を奉納

北海道もち米団地農協連絡協議会（事務局：ホクレン）

は6月11日、北海道神宮例祭に合わせて、日本一の生産

量※を誇るもち米産地として、疫病退散（新型コロナウ

イルスの早期収束）と、もち食文化の振興も含めた北海

道の農林水産業・経済

の持続的な発展を祈願して、

北海道産「はくちょうもち」

を使用した総重量120kg級

の特大鏡餅を北海道神宮へ

奉納しました。 ※令和2年産米農産物検査実績（2021年3月31日時点）

ＪＡ北海道厚生連

↑動画内のワンシーン

↑このサムネイルが目印です！

紹介動画への

QRコードはこちら→

ＪＡグループ北海道の連合会の活動内容を紹介

します。各団体の詳しい取り組み内容はＷＥＢサ

イトをご覧ください。

http://car-cp.ja-kyosai.or.jp/?_gl=1*178csu0*_ga*MzQxMzYwNDUxLjE2MjcyNjU5MTU.*_ga_DYX0J3ELD9*MTYyNzI2NTkxNC4xLjEuMTYyNzI2NjgwMi4w*_ga_CDHNEHTKZ3*MTYyNzI2NTkxNC4xLjEuMTYyNzI2NjgwMi4w&_ga=2.240078721.344454810.1627265915-341360451.1627265915

